
 

 

 

 

 

 

 

 

図-2片持部全体モデル 

 

 

 

 

 

 

 

図-3ハンチ部詳細 

鉄道用合成床版の合成前断面に関する検討 
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１．目的  

近年鉄道橋においては，連続合成開断面箱桁や 2 主

桁等の新形式の橋梁を採用し経済性を重視している．

このような形式の場合，床版の張出長が長くなること

から，大規模な型枠支保工および足場設備が必要にな

るため，リブによって補剛された鋼製型枠を後打ちコ

ンクリートと一体化させる合成床版の採用が考えられ

る．ここでは，溝形鋼で鋼板を補強した構造の鋼製型

枠を用いたコンクリート打設時の安全性，設計法に関

して解析を用いて検討したのでその内容について述べ

る．本合成床版の概要図を図－1 に示す． 

２．床版ハンチ部の構造とモデル化  

 本形式の床版は，鋼製型枠となる底鋼板を溝形鋼で補

強した構造となっている．ハンチ部は底鋼板をナック

ルさせるので打設時のハンチ部形状保持のため，溝形

鋼と底鋼板の間に形状保持材として鋼板を溶接してい

る．床版片持ち部の張出長は 2450mｍで，コンクリー

ト打設時には底鋼板ナックル部，片持ち梁の支点とな

る主桁との結合部において応力が高くなる．これらの

部分の応力度を確認するためにハンチを含む張出し部

のモデル化を行った．モデル化した片持ち部とハンチ

部の形状をそれぞれ図-2，図-3 に示す． 

３．解析値と計測値の比較  

 解析の妥当性を確認するため，設計で断面を決定した

位置に着目し，コンクリート打設時にひずみ計測をお

こなった．図-4 にひずみゲージ取り付け位置を示す．

図-5 は底鋼板の橋軸直角方向の計測ひずみ・FEM 解析

ひずみを示す．最大ひずみは 312μで過大なひずみは発生していない．また，図-5 の下図は図-4 の
A-A 断面，B-B 断面の鉛直方向ひずみ分布を示す．解析値・計測値ともほぼ直線となり平面保持が確保

され弾性挙動を示しており，安全性が確保されていた．A-A 断面では解析値と計測値はほぼ一致してい

るが，B-B 断面は底鋼板の計測値が解析値に比べて大きい．これは計測位置がハンチ部スカラップに近

く，応力集中部近傍のため，計測位置のずれによって値が増大したものと考えられる． 

４．解析値と設計値の比較 

解析結果と終局曲げ耐力を式-1 に示す終局曲げ耐力算定式 1)を用いた限界状態設計法による設計値 

キーワード：鉄道橋，合成床版，ＦＥＭ， 
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図-6 ハンチ部コンター図 
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図-7 底鋼板コンター図 
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図 -4 ひずみ計測位

 

図-5 ひずみ分布 図-4 ひずみ計測位置図 
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性値：鋼材の圧縮強度の特σ　　
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との比較を示す． 

解析モデルには，設計計算

における前死荷重に相当する

主桁上の合成床版曲げモーメ

ントＭ＝-2.069tm/m を作用

させるため，分布荷重

0.689t/m2 を載荷した．解析

結果のナックル部におけるス

カラップ近傍の橋軸直角方向

直応力コンター図を図-6 に，       

底鋼板下面のコンター図を図-7 に示す．本鋼製型枠のナック

ル部においては，構造上溝形鋼にスカラップを設

けている．スカラップのまわし溶接部近傍で最大

応力度を生じているが，その値は 

-64N/mm2 であり，底鋼板の平均的な応力度は 

-12N/mm2 程度である．また，主桁上フランジと

底鋼板の接合部での応力度は-5N/mm2 程度である． 

設計における打設時の底鋼板ナックル部の終局

曲げ強度の照査結果を以下に示す．本鋼製型枠の

設計を限界状態設計法で行った場合の作用曲げモ

ーメントＭdl と曲げ耐力Ｍbus の比Ｍdl/Ｍbus と発生

応力σts と設計材料強度σtu，の比σbs/σbu を比較

することによって行った．照査結果を表-1 に示す． 

 

 

 

 

底

鋼板ナックル部では設計値より解析結果のほうが

やや大きく危険側となったが数値的には一致する．主桁上フランジ接合部では安全側の結果となった． 

５．まとめ 
以上の検討結果より，以下のことが推論される． 

・ 本合成床版において，打設時に補強リブのスカラップ部に応力集中が生じるが安全な範囲である． 

・ 式-1による断面耐力を用いた設計によって安全側の設計が可能である． 

参考文献 
 １）鉄道構造物等設計標準・同解説 鋼･合成構造物 

 Ｍdl/Ｍbus σbs/σbu 

底鋼板ナックル部 0．04 0．05 

主桁上フランジ接合部 0．04 0．02 
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主桁上フランジ 底鋼板勾配部 底鋼板一般部 

表-1 設計計算照査結果 

2450MM

-64N/mm2 
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